
１．問題と目的

　要保護児童とは、「保護者のない児童又は保護者
に監護させることが不適当であると認められる児童」

（児童福祉法第６条の３第５項）であり、令和３年度
末時点で全国に41,773人の要保護児童がいる（こど
も家庭庁，2023）。そして、この要保護児童の保護・
養育・支援を行なう制度的体系が社会的養護である。

社会的養護とは、「保護者のない児童や、保護者に
監護させることが適当でない児童を、公的責任で社
会的に養育し、保護するとともに、養育に大きな困
難を抱える家庭への支援を行う」ことをいう。
　令和３年度末において、児童養護施設などの施設
養護にいる児童は33,975人（81.3%）、里親などの家
庭養護にいる児童は7,798人（18.7%）である（こど
も家庭庁，2023）。近年は、家庭養育優先原則のも
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とで里親等委託（家庭養護）の推進が政策的課題と
され、家庭養護児童数は増加し、施設養護児童数
は減少傾向にある。ただし、施設に向けた政策的課
題として「乳児院・児童養護施設の高機能化及び多
機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化の推進」
があり、これが反映されて、この10年間での児童養護
施設数は約4.5%、乳児院数は約13%増加している。

◇
　こうした現状を鑑みれば、まだ「施設養護中心の
体制が維持されている」（松浦，2019）状態であり、
従来にも増して社会的養護施設での人材確保と人材
育成が必要であると言えるのだが、社会福祉関係全
般の現状と同じく、「児童養護施設等の社会的養護
施設の人材確保、育成、定着の難しさ」（吉村・吉村・
蛯沢，2017）が指摘されている。その要因として、「施
設職員として求められる知識や技能を習得しないま
ま現場に入る」ことや、「児童福祉施設への就職を
希望する学生数が少ない」ことが挙げられている。
そこで、この二点の課題について、簡単に論点を整
理しておきたい。
● 「施設職員として求められる知識や技能を習得し

ないまま現場に入る」ことについて
　松浦（2019）は、「社会的養護の施設や事業にお
いて、保育士は重要な役割を担っているにも関わら
ず、保育所等における乳幼児の保育・教育に携わる
ことが想定されており、社会的養護に携わる職員（施
設保育士）としての専門性については考慮されてい
るとは言い難い」、「保育における『幼児教育』の位
置づけが強化される反面、保育士の福祉の専門職と
しての位置づけや、施設保育士としての専門性を追
究する動きは、近年、後退しているとさえ言える」
と述べている。また、大森・太田（2015）は、「保育
士養成課程において養護施設の現場で求められる施
設保育士の専門性の学びの不足が憂慮される」と述
べている。
　松浦や大森らの指摘は、保育士養成課程そのもの
への問題提起である。さらに、その本質は「社会的
養護の施設においても、ケアワーク中心の支援に留

まらず、ソーシャルワークの役割も求められるように
なってきている」（松浦，2019）ことにある。すなわち、
保育士養成課程の改訂において、ケアワークとして
の心理学系科目の充実が図られ、ソーシャルワーク
としての福祉系科目が弱体化したことが課題として
指摘されている。
● 「児童福祉施設への就職を希望する学生数が少

ない」ことについて
　一般社団法人全国保育士養成協議会（2020）が
行なった平成30年度の調査によれば、保育所・幼
稚園・認定こども園への就職者が合わせて約65%、
児童養護施設等の福祉施設への就職者が約８%で
あった。吉村らの指摘と同様、児童福祉施設へ就職
が圧倒的少数であることが報告されている。
　この調査の中で、保育職を目指す学生と一般職を
目指す学生のどちらも、最終的にその職を目指すこ
とを決めた理由として、「実習が楽しかったから／実
習で自信をなくしたから」などの実習体験が最多を
占めていたが、次いで「授業を通して保育の面白さ
や、やりがいを感じたから／授業を通して保育は想
像していた仕事とは違ったから」などの授業体験が
多数に上ったことが報告されている。

◇
　二点の課題について簡単に論点を整理したが、こ
こから見えてくることは、いずれもが保育士養成校
の、さらに言えば「社会的養護」の授業及び授業担
当者の課題として置換できるという点である。一点
目の課題は養成課程としての全体的課題ではある
が、我々のような社会的養護の授業担当者が、その
課題を改善する意志や工夫が問われていると言えよ
う。二点目の課題では、児童福祉施設への就職を目
指すか否かについては、とくに社会的養護の授業で
何を体験するかが大きな影響を持つことが示された
と言えよう。
　では、保育士養成校として、あるいは社会的養護
の授業担当者として、上述のような課題に向き合う
にあたり、藤田・小原・吉村・大坂（2015）の視点
に注目したい。藤田らは、近年の国家的喫緊課題と
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もなっている介護分野での人材確保に対し、理学療
法士の介護保険領域への職域拡大と定着が必要だ
とし、養成校において「介護保険領域での理学療法
士の仕事に対する就職意欲を失わせずに，仕事に対
してポジティブなイメージを持たせるように教育す
ることが大切である」と述べている。すなわち、保
育士養成課程科目である社会的養護の授業の中で、
児童福祉施設やその仕事に対してポジティブなイ
メージを持たせるように教育することで、「施設職員
として求められる知識や技能を習得しないまま現場
に入る」、「児童福祉施設への就職を希望する学生数
が少ない」といった課題を解決する糸口になること
が考えられる。

◇
　ところで、保育士を目指す学生は、社会的養護や
関係施設等に対しどのようなイメージを抱いている
のだろうか。
◆�高校生のときに友達だと思っていた人に「施設に
いるんだ」って言ったら、「普通の家の子だと思っ
てたんだけど…。」と言われて次の日から無視され
ました。高校生の私には、とてもショックでした。
偏見を無くしたいですよね。児童養護施設に対し
てマイナスなイメージを持っている人が多いと思
います。（NPO法人かものはしプロジェクトHPよ
り）
◆�私たちみたいな人って、まわりから「かわいそう」
とか、「つらかったね」とか、言われることが多い。
� （NHK福祉情報サイトハートネットHPより）

　ここに引用したのは当事者の声であるが、社会一
般から児童養護施設や周辺領域に向けて、偏見にも
近いネガティブなイメージが語られていることが分
かる。
　依田（2012）は、児童養護施設の入所児童に対し
て大学生が抱くイメージについて、「入所児童は情
緒的な温かさに欠けた環境の下で生活している」、

「入所児童はポジティブな特性を持っている」、「入
所児童は物やお金が乏しい環境の下で生活してい
る」という三つが見出されたことを報告している。

二つ目以外はやはりネガティブなイメージであり、
大学生が抱くイメージもネガティブなものが先行し
ていることが分かる。
　児童福祉施設や対象児等へのイメージを取り上げ
たものに、倉戸（2007）による研究がある。倉戸は、
保育所や児童養護施設などの児童福祉施設や在籍
児童、仕事などに対するイメージについて、1990年
と2006年とでどのように変化したかを検討してい
る。両時点での比較を目的としているため、個々の
イメージの高低に関する検討は行なわれていない
が、総じて、児童養護施設等のイメージがネガティ
ブであることが示されている。ただし、1990年と
2006年とを比較すると、後者でのイメージはポジティ
ブ度合いが高くなっていることも報告されている。

◇
　依田や倉戸の研究が報告されて以降、社会的養
護や児童福祉施設などに対するイメージを取り上げ
た研究は見当たらない。また、保育士養成課程科目
である「社会的養護」の履修前後で、それらに対す
るイメージがどのように変化したかを取り上げた研
究も見当たらない。
　このようなことから、保育士養成課程に在籍する
大学生が、社会的養護や関係施設等に対しどのよう
なイメージを抱いているのか、「社会的養護Ⅰ」「社
会的養護Ⅱ」の授業を通してそのイメージがどのよ
うに変化したのかについて検討することを目的とす
る。
　なお、筆者が担当する「社会的養護Ⅰ」は二年次
配当科目で春学期授業（４月～７月）、「社会的養護Ⅱ」
は二年次配当科目で秋学期授業（10月～１月）となっ
ているため、本稿では春学期の「社会的養護Ⅰ」終
了時点での報告となる。参考として、春学期に配当
されている「社会的養護Ⅰ」の授業計画を表１に示す。

　表１に示したように、第10回から第13回の４回に
わたっては、社会的養護に関係する現場の方を外部
講師として招く予定としている。外部講師による教
育効果については、観察・実験技能の自信形成に効
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果を及ぼすとするもの（山田，2022）、興味や関心の
高まりに影響を与えるとするもの（藤田，2018）な
どの報告が散見されており、本科目においても同様
の効果を期待しての授業計画としている。

２．方　法

（１）調査対象及び手続き
　都内私立大学の保育士養成課程科目である「社
会的養護Ⅰ」の履修前に第１回調査を、履修後に第
２回調査を実施した。どちらの調査も、調査趣旨、
倫理的配慮の説明を行ない、調査に同意する学生の
み回答を求めた。調査対象者数は、第１回調査（履
修前）が140名、第２回調査（履修後）が130名であっ
た。回答終了後、その場で回収した。
（２）調査期間
　第１回調査（履修前）は2023年４月の初回授業開
始前、第2回調査（履修後）は同年７月の最終回授
業終了後に実施された。

（３）調査内容
【Ａ：基本項目】
　学年、性別、保育士資格取得の予定について選
択式で尋ねた。

【Ｂ：社会的養護等に対する認識等を尋ねる項目】
①知った時期
　社会的養護、児童養護施設、乳児院、里親のそ
れぞれの存在について、「◯◯についていつ頃知り
ましたか？」を尋ねた。「１．大学入学前から知って
いた」、「２．大学１年生の時に知った」、「３．この
授業を履修することで知った」、「４．今、初めて知っ
た」の４件法で回答を求めた。この設問は、第１回
調査のみの項目とした。
②回答時点でどの程度知っているか
　社会的養護、児童養護施設、乳児院、里親のそ
れぞれの内容について、「現時点でどの程度知って
ますか？」を尋ねた。「１．よく知っている」、「２．
なんとなく知っている」、「３．あまり知らない」、「４．
まったく知らない」の４件法で回答を求めた。この
設問は、第１回、第２回調査とも項目として設定した。
③回答時点での就職への気持ち
　児童養護施設、乳児院それぞれについて、「就職
について、現時点での気持ちはどのぐらいあります
か？」を尋ねた。「１．絶対に就職したいと思う」、「２．
就職してもよいと思う」、「３．あまり就職したいと思
わない」、「４．絶対に就職したいと思わない」の４
件法で回答を求めた。この設問は、第１回、第２回
調査とも項目として設定した。

【C：社会的養護等に対するイメージを尋ねる項目】
　社会的養護、児童養護施設、乳児院、里親に対
するイメージについて、SD法を用いて24の形容詞
対（表２）に７段階の評定尺度にて回答を求めた。
具体的には、左側に配置した形容詞をＡ、右側の形
容詞をＢとし、「非常にＡに近い」、「かなりＡに近い」、

「ややＡに近い」、「どちらとも言えない」、「ややＢに
近い」、「かなりＢに近い」、「非常にＢに近い」の７
段階とした。回答への偏りを極力排除するため、24
の形容詞対について肯定的表現、否定的表現を同じ

表１　社会的養護Ⅰ授業計画

第１回 オリエンテーション／ DVD（『私の中のか
けらたち～虐待を生きる22歳～』）視聴

第２回 社会的養護とは何か／社会的養護の歴史的
変遷

第３回 子どもの人権擁護／社会的養護に関する社
会的状況

第４回 社会的養護の基本的考え方／社会的養護に
おける倫理

第５回 社会的養護の法制度／社会的養護の仕組み
と実施体制

第６回 社会的養護の対象と支援

第７回 家庭養護総論（里親・ファミリーホーム）
／特別養子縁組

第８回 施設養護総論①（乳児院・児童養護施設）

第９回
施設養護総論②（児童自立視線施設・児童
心理治療施設・母子生活支援施設・自立援
助ホーム・障害児入所施設）

第10回 家庭養護詳細（里親による講話）

第11回 施設養護詳細①（乳児院施設職員による講
話）

第12回 施設養護詳細②（児童養護施設職員による
講話）

第13回 施設養護詳細③（障害児入所施設職員によ
る講話）

第14回 総括
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側ではなく、ランダムに配置することとした。24の
形容詞対については、倉戸（2007）、伊藤（2010）、
生駒（2015）、古川（2019）などによる保育や社会
的養護、カウンセリング、看護などの対人援助に対
する項目のうち、共通して使用されていた項目を中
心に選定した。

（４）倫理的配慮
　本研究は東京未来大学の研究倫理・不正防止委
員会の承認（2022−030）を得て実施された。
　調査用紙配布と同時に、調査の回答は任意である
こと、途中でやめることも自由であること、回答の
有無により不利益を被ったり成績に影響したりする
ことはないこと、回答後に回答削除が可能であるこ
と、研究目的以外にデータを使用することはないこ
と、論文発表等でも個人が特定されるようなことは
ないこと、データ等は施錠できるキャビネットに保
管され５年経過後に破棄処分することなどを口頭で
説明した。

３．結　果

　第１回調査（履修前）では140名全員からの回収
を得て、欠損データがある回答を除外した129名を
分析対象とした。第２回調査（履修後）では130名
全員から回収を得て、欠損データがある回答を除外
した109名を分析対象とした。

（１）基本項目
　分析対象者の性別は、第１回調査では男性21人

（16.3%）、女性107人（82.9%）、無回答１人（0.8%）
であった。第２回調査では、それぞれ12人（11.0%）、
95人（87.2%）、２人（1.8%）であった。
　学年は、第１回調査では２年生110人（85.3%）、
３年生17人（13.2%）、４年生２人（1.6%）であった。
第２回調査では、それぞれ92人（84.4%）、17人

（15.6%）、0人であった。
　調査実施時点での「保育士資格を取得する予定
はありますか？」に対する回答は、第１回調査では「は
い」が128人（99.2%）、「いいえ」が0人、「未定」
が１人（0.8%）であった。第２回調査では、それぞ
れ107人（98.2%）、0人、２人（1.8%）であった。
（２）社会的養護等に対する認識等を尋ねる項目
　①知った時期
　社会的養護、児童養護施設、乳児院、里親のそ
れぞれの存在について、いつ頃から知っているかを
尋ねた結果を表３、表４、表５、表６に示す。なお、
この設問は第１回調査のみの項目である。

　表３から表６に示したように、大学入学前から社

表２　SD法に用いた形容詞対
１．やさしい−こわい 13．好きな−嫌いな
２．積極的−消極的 14．大きい−小さい
３．明るい−暗い 15．すばやい−のろい
４．正しい−まちがった 16．複雑な−単純な
５．陽気な−陰気な 17．安全な−危険な
６．愉快な−不愉快な 18．よい−悪い
７．支配的−服従的 19．純粋な−不純な
８．活動的−不活発 20．きれい−汚い
９．すぐれた−劣った 21．親切な−不親切な
10．強い−弱い 22．あたたかい−冷たい
11．気持ちのよい−きもちのわるい 23．親しみやすい−親しみにくい
12．はっきりした−ぼんやりした 13．好きな−嫌いな

表３　社会的養護（人・％）
大学入学前から知っていた 16（12.4）
大学１年生の時に知った 40（31.0）
この授業を履修することで知った 67（51.9）
今、初めて知った ６（4.7）

表４　児童養護施設（人・％）
大学入学前から知っていた 110（85.3）
大学１年生の時に知った 14（10.9）
この授業を履修することで知った ４（3.1）
今、初めて知った １（0.8）

表５　乳児院（人・％）
大学入学前から知っていた 73（56.6）
大学１年生の時に知った 52（40.3）
この授業を履修することで知った ２（1.6）
今、初めて知った ２（1.6）

表６　里親（人・％）
大学入学前から知っていた 122（94.6）
大学１年生の時に知った ５（3.9）
この授業を履修することで知った １（0.8）
今、初めて知った １（0.8）
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会的養護を知っていた学生は12.4%に留まるのに対
し、乳児院は56.6%、児童養護施設は85.3%であった。
里親に至っては94.6%の学生が大学入学前からその
存在を知っていた。
　②回答時点でどの程度知っているか
　社会的養護、児童養護施設、乳児院、里親のそ
れぞれの内容について、現時点でどの程度知ってい
るかを尋ねた結果を表７、表８、表９、表10に示す。

　表７から表10に示したように、第１回調査（履修
前）時点で社会的養護を「知っている」学生は
28.7%であった一方、乳児院は79.8%、児童養護施
設は85.3%、里親は89.9%という結果であった。そし
て、第２回調査（履修後）においては、全ての項目
で「知っている」がほぼ100%となった。
③回答時点での就職への気持ち
　児童養護施設と乳児院のそれぞれについて、「就
職について、現時点での気持ちはどのぐらいありま
すか？」に対する回答を表11、表12に示す。

　表11及び12に示したように、児童養護施設に「就
職したい・してもよい」は第１回調査の52.7%が第
２回調査では56.8%（+4.1%）に増加、乳児院に「就
職したい・してもよい」は51.1%が63.3%（+12.2%）
に増加した。
（３）社会的養護等に対するイメージを尋ねる項目
　SD法の７段階の評定尺度について、肯定的表現
と否定的表現をランダムに配置した形容詞につい
て、全て左側（Ａ）に肯定的表現、右側（Ｂ）に否
定的表現が来るように補正したうえで、「非常にＡに
近い」を３点、「かなりＡに近い」を２点、「ややＡ
に近い」を１点、「どちらとも言えない」を0点、「や
やＢに近い」を−１点、「かなりＢに近い」を−２点、

「非常にＢに近い」を−３点として集計及び分析を行
なった。
　①社会的養護に対するイメージ
　社会的養護に対するイメージについて、表13及び
図１に示す。
　全項目の評定平均は第１回調査が0.735、第２回
調査が1.421となり、有意な差が見られた（t（235.98）
=8.79, p＝.000）。項目別に見ると、24項目全てにお
いて肯定的へと変化し、そのうち22項目において有
意な差が認められた。
　評定平均２点超で肯定的なイメージがより高かっ
た項目は、第１回の調査では「まじめな…」の１項
目のみであったのに対し、第２回では「親切な…」「活
動的…」「まじめな…」「よい…」「あたたかい…」「複
雑な…」「安全な…」の７項目となった。肯定的なイ

表７　社会的養護（人・％）
第１回 第２回

よく知っている ２（1.6） 35（32.1）
なんとなく知っている 35（27.1） 74（67.9）
あまり知らない 68（52.7） ０（0.0）
まったく知らない 24（18.6） ０（0.0）

表８　児童養護施設（人・％）
第１回 第２回

よく知っている 13（10.1） 42（38.5）
なんとなく知っている 97（75.2） 67（61.5）
あまり知らない 18（14.0） ０（0.0）
まったく知らない １（0.8） ０（0.0）

表９　乳児院（人・％）
第１回 第２回

よく知っている 11（8.5） 47（43.1）
なんとなく知っている 92（71.3） 61（56.0）
あまり知らない 22（17.1） １（0.9）
まったく知らない ４（3.1） ０（0.0）

表10　里親（人・％）
第１回 第２回

よく知っている 25（19.4） 48（44.0）
なんとなく知っている 91（70.5） 60（55.0）
あまり知らない 11（8.5） １（0.9）
まったく知らない ２（1.6） ０（0.0）

表11　児童養護施設（人・％）
第１回 第２回

絶対に就職したいと思う ４（3.1） ２（1.8）
就職してもよいと思う 64（49.6） 60（55.0）
あまり就職したいと思わない 58（45.0） 47（43.1）
絶対に就職したいと思わない ３（2.3） ０（0.0）

表12　乳児院（人・％）
第１回 第２回

絶対に就職したいと思う ３（2.3） ４（3.7）
就職してもよいと思う 63（48.8） 65（59.6）
あまり就職したいと思わない 58（45.0） 40（36.7）
絶対に就職したいと思わない ５（3.9） ０（0.0）

保育士養成校課程に在籍する大学生が抱く社会的養護及び関係施設等へのイメージについて
橫畑　泰希
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表13　「社会的養護」イメージの集計及び検定結果

表14　「児童養護施設」イメージの集計及び検定結果

図１　「社会的養護」イメージのプロフィール

図2　「児童養護施設」イメージのプロフィール
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表15　「乳児院」イメージの集計及び検定結果

表16　「里親」イメージの集計及び検定結果

図3　「乳児院」イメージのプロフィール

図4　「里親」イメージのプロフィール

保育士養成校課程に在籍する大学生が抱く社会的養護及び関係施設等へのイメージについて
橫畑　泰希

− 144 −



メージへの変化量が大きかった項目は、「明るい…」
「親しみやすい…」「あたたかい…」という順であった。
　②児童養護施設に対するイメージ
　児童養護施設に対するイメージについて、表14及
び図２に示す。
　全項目の評定平均は第１回調査が0.944、第２回
調査が1.499となり、有意な差が見られた（t（235.07）
=6.77, p＝.000）。項目別に見ると、24項目中23項目
において肯定的へと変化し、そのうち21項目におい
て有意差が認められた。
　評定平均２点超で肯定的なイメージがより高かっ
た項目は、第１回の調査では「親切な」の１項目の
みであったのに対し、第２回では「親切な…」「よい
…」「活動的…」「安全な…」「明るい…」「あたたか
い…」の６項目となった。肯定的なイメージへの変
化量が大きかった項目は、「明るい…」「親しみやす
い…」「陽気な…」という順であった。
　③乳児院に対するイメージ
　乳児院に対するイメージについて、表15及び図３
に示す。
　全項目の評定平均は第１回調査が0.941、第２回
調査が1.432となり、有意な差が見られた（t（235.02）
=6.07, p＝.000）。項目別に見ると、24項目中22項目
において肯定的へと変化し、その全てにおいて有意
差が認められた。
　評定平均２点超で肯定的なイメージがより高かっ
た項目は、第１回の調査では「親切な…」の１項目
のみであったのに対し、第２回では「親切な…」「あ
たたかい…」「よい…」「まじめな…」「安全な…」「や
さしい…」「活動的…」「純粋な…」の８項目となった。
肯定的なイメージへの変化量が大きかった項目は、
などであった。「親しみやすい…」「きれい…」「あた
たかい…」という順であった。
　④里親に対するイメージ
　里親に対するイメージについて、表16及び図４に
示す。
　全項目の評定平均は第１回調査が0.962、第２回
調査が1.446となり、有意な差が見られた（t（235.64）

=5.68, p＝.000）。項目別に見ると、24項目中22項目
において肯定的へと変化しており、そのうち17項目
において有意差が認められた。
　評定平均２点超で肯定的なイメージがより高かっ
た項目は、第１回の調査では0項目であったのに対
し、第２回では「親切な…」「明るい…」「よい…」「活
動的…」「あたたかい…」「まじめな…」の６項目となっ
た。また、肯定的なイメージへの変化量が大きかっ
た項目は、「やさしい…」「すぐれた…」「明るい…」
という順であった。

４．考　察

　「社会的養護Ⅰ」の授業の履修前（第１回調査）
と履修後（第２回調査）に調査を行なった結果、社
会的養護・児童養護施設・乳児院・里親の全てにお
いて、履修前に比べ履修後のイメージは肯定的に変
化している結果が示された。また、保育士養成課程
に在籍し、保育士資格取得を目指す大学生は、社会
的養護や関係施設に対し肯定的なイメージを抱く傾
向にあることが明らかになった。とくに、「親切な…」

「活動的…」「よい…」「あたたかい…」の４項目は、
社会的養護・児童養護施設・乳児院・里親の全てで
評定平均２点を超えており、「社会的養護や関係施
設はよい活動を積極的に展開しており、要保護児童
にとって親切であたたかい活動である」といったイ
メージを抱いていることが了解された。
　これらのことから、「社会的養護Ⅰ」の講義を受講
することで、社会的養護や児童福祉施設へのイメー
ジが、肯定的に変化することが示唆された。その特
筆すべき要因として、外部講師による講義が考えら
れる。今回、第10回から第13回の計４回の授業で
里親、児童養護施設職員、乳児院職員、障害児入
所施設職員を外部講師として招聘した。通常の講義
や演習ではどうしても伝えづらい現場の臨場感を、
外部講師の講話を通してリアルに感じることができ
た機会となった。このことが、イメージの肯定的変
化に寄与したことは間違いなく、先行研究同様に外
部講師の効果が認められる結果であると言えよう。
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無論、第２回から第９回授業までの講義において、
総論から各論にわたって基礎的な内容を網羅したう
えで、外部講師による講義に向けては事前学習とし
て質問を提出させている。これらの流れを経たこと
で、外部講師による講義がより効果を生んだものと
考えられる。
　さて、就職に対する意識では、児童養護施設に「就
職したい・してもよい」は4.1%増であったのに対し、
乳児院に「就職したい・してもよい」は12.2%増で
あり、乳児院への就職意識がより高まる結果が示さ
れた。この要因の一つとして、上述のようにイメー
ジが肯定的になったことが考えられる。乳児院に対
して評定平均２点超、つまり肯定度合が高い項目は
８項目あり、他と比較しても最多であった。また、
児童養護施設と乳児院とを比較すると、大学入学前
からのそもそもの認知度が大きく異なる。表４と表
５に示したように、大学入学前からその内容を知っ
ていると回答したのは、児童養護施設で85.3%、乳
児院で56.6%であった。乳児院のことをよく知らな
いからこそ、社会的養護の授業を通して、そして外
部講師の講話を受けることで、そのイメージがより
肯定的に変化し、就職への意識もより高まったこと
が考えられる

５．まとめと今後の課題

　一般的には否定的なイメージが抱かれやすい社会
的養護や関係施設に対し、保育士養成課程に在籍
する大学は肯定的なイメージを抱く傾向が示され、
それは授業を通してより肯定的に変化し得ることが
示唆された。また、就職への意志、気持ちについても、
授業を通してより高まっていく可能性が確認された。
　本稿は、探索的な研究の中間段階に位置するもの
である。具体的には、後期に配当されている「社会
的養護Ⅱ」の履修後に、再度調査を行ない、最終的
なまとめを行なう予定である。その際には、本稿で
は分析しきれていないイメージ構造やその変化も明
らかにしていきたいと考えている。
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